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NY マーケットレポート（2018 年 3 月 30 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY 市場レポート 
 

≪ NY 市場概況 ≫ 

 

先週末の海外市場では、前日の米長期金利の低下を受け日米金利差の縮小が意識された東京市場の流れを引き継ぎ、円買い・ド

ル売りがやや優勢となった。ただ、欧米の大半の金融市場が Good Friday（聖金曜日）で休場となったため、市場参加者も少な

く、ドル円・クロス円は狭いレンジ内の動きが続いた。 

 

 

欧米市場は Good Friday（聖金曜日）のため休場 

 

米国市場では、Good Friday（聖金曜日）のため一部市場（株式・債券市場）が休場となった。Good Friday は Easter（復活祭）

前の金曜日にあたり、翌々日の日曜日がイースターとなる。アメリカ合衆国では連邦の祝日にはなっていないが、ヨーロッパ、

アフリカなどの多くの国々では、Good Friday が国家の祝祭日になっている。 

 

毎年 3/21 以降の最初の満月の週の日曜日がイースターとなる。イースターは、キリスト教の典礼暦における最も重要な祝い日

で、十字架にかけられて死んだイエス・キリストが三日目によみがえったことを記念し、春の自然の甦りを祝うお祭りとなって

いる。 

 

 

為替市場は、Good Friday（聖金曜日）のため狭いレンジ内の動き 

 

米国市場では、Good Friday（聖金曜日）のため、米国の一部市場が休場となったことから市場参加者も少なく、ドル円・クロ

ス円は小動きの展開となった。特に、ドル/円は 106.17 から 106.27 での狭いレンジ内の動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 
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お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


